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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・今月はポイントサービスの販促により、客単価が上
昇しており、販売点数も前年比102％と増えている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・今月は総会などの懇親会後の２次会での利用があ
り、前年と同様の売上があった。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・本州からの観光客数は、横ばい又は減少傾向にあ
る。しかし、宿泊単価及び付帯収入を含む総消費単価
は好調に推移している。単価上昇分が入込客数の減少
分をカバーするまでには至っていないが、上向きに転
じる方向にある。

変わらない 百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・灯油や食料品の値上げによりマイナスの影響が出て
いる。大雪や低温の日が続いたにもかかわらず、冬物
の最終処分セールは上向かず、コートなども大して売
れていない。春物の動きも、例年よりも遅い。すでに
スプリングコートを始め、春物が立ち上がっているの
に、見るだけの客が多く、購買につながらない。価格
に対して非常にシビアである。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・食料品や日用品の動きをみると、それほど悪いとい
う印象がない。ただ、すぐには影響が出ないようなマ
スコミ等の情報に翻ろうされている面もあるようだ。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・メーカーからの商品価格値上げの動きに対して、価
格据置きや価格引下げを実施している商品の販売点数
が大幅に増えており、客の価格に対する意識がますま
す高くなっている。同業者間の価格競争も依然として
激しい。

スーパー（役
員）

販売量の動き ・今年は２月の営業日が１日多いが、その要因を除い
ても前年比107％台の売上を確保できている。中国製
品の安全問題の影響で冷凍食品が前年比で15％ほどの
マイナスとなっているが、それ以外の各カテゴリーに
おいて、メーカーの値上げラッシュや国産品購入の影
響により、客単価が上昇している。また、今後、値上
げが予想されるような商品においては、値上げ前の仮
需要により買上点数が増加している。これらのことか
ら、客単価が前年比103％、来客数が前年比105％と順
調に推移しているが、現在の環境からみて、一過性の
現象と判断している。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・来客数や買上点数は、この半年間増加しているが、
高額商品の動きが悪く、週末の売上が低迷している。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・来客数は前年から微増となっているが、客単価が低
下しており、全体としては変わらない。

タクシー運転手 来客数の動き ・札幌では12月17日にタクシー料金の値上げが実施さ
れている。値上げ後の利用客の乗り控えはあまり感じ
られないが、２月はさっぽろ雪まつりなどのイベント
があるにもかかわらず売上が前年よりも減っている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・長距離を移動する場合は、極力電車やバスを利用す
るとの声が客から挙がっている。

通信会社（企画
担当）

競争相手の様子 ・自社、競合他社を合わせた通信サービスに対する契
約数が横ばいである。また店舗での来客数にも変動が
ない。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・さっぽろ雪まつりが終了した月半ばから、国内、海
外とも団体客を中心に来客数が急減しており、前年比
10％以上のマイナスが見込まれる。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・建築件数が低迷している状態が相変わらず続いてい
る。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・灯油などの値上げに対する心理的な反応は薄らいだ
感はあるが、客の買い控え傾向は強く、特に中高年に
おいて顕著に表れている。冬物セールでの動きも春物
に対する動きも弱い。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・本当に必要なものしか買わないという慎重な買い方
が続いているが、特に最近は、何もかもが値上がりす
るので、少しは我慢しようという客の言動がより多く
みられるようになった。

家計
動向
関連



商店街（代表
者）

お客様の様子 ・悪天候の影響もあり、さっぽろ雪まつり終了後は売
上が落ち込んでいる。月後半は、ほとんどと言ってい
いほど、春物の動きがみられない。冬物についても単
価が最低ラインとなっているため、結果的に売上も上
がってこない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月は寒さが厳しいことから、客の購買行動が後ろ
向きになっている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・原油高騰のあおりを受けて、高額品の動きが悪い。
気温が低いことから、春物の動きも厳しく、ミセス、
ヤング、紳士関連の春物のスーツやコートの動きがと
ても悪い。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・まとまった金額の受注が減っている。

百貨店（役員） 単価の動き ・消費者の購買欲はそう落ちていないと思われるが、
とにかく単価が低い。同じ機能であれば、より安価な
ものを求める傾向が顕著である。

スーパー（役
員）

単価の動き ・商品価格の値上げによる影響が一番大きい。値上げ
への警戒感から、商品の買い控え、あるいは別の商品
のニーズの高まりなどから、結果として売上が上向い
てこない状況にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・客単価の低下に加え、来客数の減少もみられる。ま
た価格上昇の流れにより、今まで以上に安売りへの客
の反応が強くなっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・継続している原油や小麦の値上げ等により、消費者
の購入意欲は抑制され、景気回復に更に悪循環を与え
ている。消費者は無駄なものを買わずにいるため、来
客数は維持しているものの、依然として客単価が低下
し続けている。

家電量販店（経
営者）

来客数の動き ・年末商戦が一段落した後ということで、先月に引き
続き客の購買意欲が薄れている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年と比べて販売台数が10％以上も少ない。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・顧客の高齢化が進んでいるので、ここ最近の大雪の
影響により、客足が遠のいている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・観光客の来客数は、例年１月が底であったが、今年
は２月も厳しい状態が続いている。今月の売上は前年
比で15％の減少となっており、前月比でもほぼ横ばい
となっている。特に、ディナーの客単価の低下が目
立っている。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・札幌の高級店では昼、夜共に売上が前年比で30％の
ダウンとなった。特に、道内客の減少が目立ってお
り、各地の飲食店で単価を低下させている。またバ
ターや乳製品を始めとした、食材の値上げとともに、
各店で料理の評価を落とすことも多くなってきてい
る。インターネットでの書き込みなどで料理や飲食店
への不満の声が増えてきたことも、悩みの種である。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・１～２月と食事メニューの売れ筋商品が今までより
安いメニューに移行している。その結果、食事メ
ニューの単価が50円ほど下がっている。

観光型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・原油高の影響などにより、高額旅行商品が少なく
なっていることから消費者の動きは鈍くなってきてい
る。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・依然として、個人向けの添乗員付きの商品が低調で
ある。一方で業務性の個人商品は堅調である。航空会
社の商品価格の動きに翻ろうされている感がある。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・販売数が減少している。また販売単価も低下してい
る。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・原油高騰の影響による様々な商品の価格上昇が家計
を圧迫していることから、旅行を控える動きが続いて
いる。燃油サーチャージの価格上昇による旅行代金の
高騰も旅行控えに拍車を掛けている。中国産冷凍ギョ
ウザの騒動で中国の印象が悪くなっていることから、
特に中国方面の旅行が控えられている。全体的に明る
い兆しすら感じられない。

タクシー運転手 来客数の動き ・タクシーの利用客数は天候などに大きく左右される
が、全体的に利用客が少なくなっている。



美容室（経営
者）

お客様の様子 ・中国産食品の安全問題が出てきたことから、国産食
品にシフトする動きが出ているようである。これまで
のガソリンや灯油の高騰に、食品の問題が加わったこ
とで、余分な出費を更に抑えようといった内容の話
が、客から多く聞かれるようになった。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客が慎重になっている。また銀行の貸出姿勢も慎重
になっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・来客数の減少と買い控えや商品単価傾向が見受けら
れ、月間を通して上昇傾向がみられない。また甘栗販
売店では中国で発生した食品の安全問題の影響を大き
く受けた。

一般小売店［土
産］（店員）

お客様の様子 ・さっぽろ雪まつりでアジア人観光客が増え、全体的
なパイは広がっているが、国内の旅行者が減少してい
ることから、あまり活発な消費には結び付かなかっ
た。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・今月に入り、天候の荒れる日が多く、降雪量も増え
ているせいか、歓楽街への人出が大変少なくなってい
る。また最需要期を迎えている灯油を始め、色々な物
価が上昇してきていることも、飲食業への出足を鈍ら
せている。得意先の飲食店の売上は大変苦戦してい
る。

コンビニ（オー
ナー）

単価の動き ・様々な商品の値上げの影響はかなり大きい。商品１
つ１つの単価をみても、全体的に安い方に集中してき
ている。観光客の来店が減少していることも大きく影
響している。当店は元々アジア人観光客の利用が多い
が、今年は国内観光客の利用がほとんどみられず、ア
ジア人観光客に頼っている状況にある。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・３か月前と単純に比較できない面もあるが、薄型テ
レビや冷蔵庫といった大物家電の需要が伸び悩んでい
る。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・前年に比べると、夕食の利用率は非常に高いが、昼
食の利用率が15～20％低下している。市中心部の空洞
化の影響が明らかに出ている。

タクシー運転手 販売量の動き ・原油高による暖房用灯油の高騰により、個人消費が
鈍くなっており、個人客の利用控えが顕著になってい
る。ただ、社用利用者の落ち込みはみられない。

設計事務所（職
員）

競争相手の様子 ・建設関連大手企業の支店規模の縮小、支店幹部の更
迭、建設業で潤っていたすすきの飲食店の廃業等、年
度末を控え建設業の低迷ぶりを露呈する現象が目立っ
てきた。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・売上は悪いが、先行指標である受注が活発になって
きた。特に請負物件の受注が良い。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・消費者の中国産食品に対する購買敬遠から国内産商
品の需要が高まっており、安全安心な高品質、高価格
商品の水産食品にも受注の増加が見受けられる。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・依然として、運輸業においては燃料代が高止まりし
ていることが響いている。ただ、競争相手がやや縮小
しており、その恩恵を受けている面もあるが、全般的
に燃料の高騰が響いている。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・古紙不足で製紙工場間での生産調整が行われてお
り、輸出紙に影響が出ている。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・鉄骨加工業の仕事量は半年ぶりに急増した。しかし
ながら、鋼材を中心に値上げが実施されるなか、請負
単価に値上げがまだ反映されていない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・原材料価格の高騰により、製品価格、販売価格の価
格改定がイメージどおり進んでいない。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・土木建築関係に限らず、道内上場企業では、赤字又
は実質赤字決算に近い会社が続出している。従業員の
給与に手を着け始めた会社もあり、与信管理が大変な
状況になってきている。また建築基準法改正の影響で
遅れていた建築物件が更に遅れ始めており、着工が新
年度の下期以降にずれ込む物件が多くなってきた。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先企業の大部分が来期の計画策定時に慎重な計
画を立てているという話を聞く機会が増えている。

企業
動向
関連



金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備投資は大手企業が押し上げているが、道内中小
企業は投資マインドが冷え込んでいる。また大半の企
業は、原材料価格の上昇に対して、価格転嫁が困難で
ある。個人消費は、所得環境が厳しいなかで厳冬期に
おける灯油価格の上昇もあり、弱い動きが続いてい
る。官民共工事量が減少しており、総じて景気は停滞
感が強い。

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・公共投資、民間設備投資が停滞している。

悪く
なっている

司法書士 取引先の様子 ・住宅建築が少なく、土地の売買も少ない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・企業における採用枠が増えており、大学への求人依
頼も多くなっている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・３か月前比及び前年比でも求人件数に大きな変化は
みられない。ただ、地元でも派遣の需要が若干だが増
えてきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は７か月連続して前年を下回ってお
り、雇用環境は厳しい状況が続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・派遣社員として働いている若年求職者や、３月末の
退職を見越して在職中に求職活動をしている退職予定
者が増えている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・今月、当社のセミナー会場において新卒採用の合同
説明会と中途採用のための転職フェアの計２回のイベ
ントが開催された。当社もイベント参加企業の募集の
ため営業活動を行い、計150社ほど訪問したが、どの
会社も優秀な人材の必要性は感じているものの、現状
の業績では参加費用をねん出できないという企業がほ
とんどであった。どの業界も業績は前年割れ、良くて
横ばいという企業が多く、景気は低迷している状況と
みられる。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者数や求人企業が例年になく少ない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・コールセンターの求人件数は前年に比べ大きく伸び
ているが、飲食、建設、貨物、病院等といったその他
の主要業種では、求人件数が前年比でマイナスの企業
が多い。底を打ったと思われていたスナックも一段と
求人件数が減っている。今まで好調だった人材派遣業
の求人も前年並みである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求職者数が６か月連続して減少しており、新規
求人数は５か月連続して減少している。有効求職者数
及び有効求人数もそれぞれ５か月連続して減少してい
る。この結果、有効求人倍率は0.46倍となっており、
前年より0.02ポイント低下している。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人件数が減少している。特に建設業やスナックが
厳しいとの声が多く聞こえる。

雇用
関連


